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上越市（高田地区･直江津地区）中心市街地活性化協議会 

令和６年度第３回総会 議事要旨 

 

１ 日 時  令和6年12月10日(火) 午後1時30分～同2時25分 

２ 場 所  上越商工会議所 ２階 中会議室 

３ 出席者  委員総数49人(重複分を除く)の内、本人出席26人、委任状出席20人 

オブザーバー2人、事務局4人 

４ 議 事 

 

はじめに、事務局より総会開会を告げ、続いて、山田会長より開会の挨拶の後、事務

局より交代構成員について前回９月の第２回総会から変更がないことを報告。その後、

規約に基づき山田会長を議長とし議事に入った。 

 

(1)協議事項 

①第４期（令和７年度～９年度）上越市中心市街地活性化プログラムについて 

上越市商業・中心市街地活性化推進室より、資料に基づき「第４期中心市街地活性化プロ

グラム」の前回総会以降の動きと最終案について報告・説明がなされ、議長が出席委員に質

問・意見を伺ったところ、下記のとおり質疑応答があった。 

（質問） 

・資料 39 ページの推進体制について、「協議会の事務局を上越商工会議所内に置く」

としているが、会議所の事業活動が増え、職員の業務負担が大きくなっている中、会

議所は対応できるのか。 

（回答） 

・中心市街地活性化に関する法律（平成 10 年法律第 92 号）に準じて、上越商工会議

所内に事務所を設置し、本協議会の規約第 15 条に基づき、本協議会の事務を処理す

るために、同所内に事務局を置いた。事務局業務は現在、同所と株式会社まちづくり

上越のスタッフで対応しており、特に問題はない。 

（質問） 

・活性化の定義と達成目標を教えていただきたい。 

（回答） 

・様々な考え方があるが、商業振興が重要と考えている。また、住民の生活利便性が向

上することや、交流人口や関係人口が増え、賑わいがあふれることも活性化と考える。

達成目標は、資料 28ページの基本目標①～③が具体的に表面化することと考える。 

（意見） 

・商業の振興を活性化の定義とするなら、本協議会の構成員に小売業を営む方をもっと

広く加えるべきと考えるが、如何か。 

（回答） 

・本協議会の事業エリアは、高田地区が資料 8ページの、直江津地区が 9ページの地図

のとおりであり、それらエリア内の小売業の方々、商店街組織の方々を構成員にして

いるので、ご理解いただきたい。 

 

（次頁へ） 
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（意見） 

・活性化させるなら、若い世代の参画を増やすべき。若い方々の I・U ターンを増やす

方策も検討すべきと考えるが、如何か。 

（回答） 

・Ｉ・U ターンに関する施策は市の担当部局で取り組んでおり、ここでは割愛する。資

料の 1 ページ中段に記しているとおり、中心市街地の活性化については、若い方々と

も一緒に議論していかなければならないと考えている。また、18 ページに記載したよ

うに、高校生の活動を街なかに取り込んでいくことも重要な取り組みと考えている。 

（意見） 

・中心市街地の活性化は、小売業だけでなく、住民も含めエリア内の全員で取り組んで

いくものと認識するべきだろう。 

 

(2)情報提供その他 

①中心市街地における通年観光計画（概要）について 

上越市魅力創造課より、中心市街地活性化の取り組みに係る情報提供として、資料に

基づき、直江津地区の「なおえつ屋台パークプロジェクト」、及び高田地区の「浄興寺

大門通り修景整備基本計画策定業務」の概要説明がなされ、議長が出席委員に質問・意

見を伺ったところ、下記のとおり質疑応答があった。 

（要望） 

・「うみの屋台まつり」イベントについては、直江津屋台会館の有効活用を地元も望ん

でいただけに、開催自体は高く評価している。なお、宣伝告知の時期が遅かったため

に、当イベントを知らない住民が大勢いたことは反省点であり、今後の改善を要望す

る。高齢者が多い地域であり、高齢者でも参加できる催しを企画・検討してほしい。 

（回答） 

・イベント企画については、ターゲット別でも検討しているので、高齢者向けも検討し

たい。また、屋台会館だけ賑わっても駄目であり、まちなかの商店街の活性化につな

がる取り組みも展開していく考えである。 

（要望） 

・市への要望として、観光や中心市街地活性化の担当の方々には、街なかの人の声を聞

いてほしい。できれば、市民が話しやすい場を創って、出掛けて聞いてほしい。店に

声掛けし、店にも出向いて聞いてほしい。そのような市民との距離感を持ってほしい。 

（回答） 

・地元の声が大切と考えており、ご要望のように対応していく。 

（質問） 

・直江津地区では、観光まちづくり会社を設立する計画であるが、上越観光コンベンシ

ョン協会がその母体となるのか。 

（回答） 

・本計画は構想段階のものであり、今後、具体的に詰めていく考えである。 

 

議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午後 2時 25分閉会した。 

以 上 


